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２
０
０
６
年
10
月
6
日
、
当
会
の

前
身
で
あ
る
「
市
民
活
動
資
料
・
情

報
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
会
」
の
設
立

総
会
を
28
人
の
参
加
者
で
開
催
し

て
か
ら
今
年
で
20
年
に
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
４
月
に
は
、
立
川

市
幸
町
の
玉
川
上
水
近
く
の
雑
木

林
内
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
ア
ン
テ
ィ
多

摩
が
06
年
か
ら
開
設
し
て
い
た
「
ミ

ニ
コ
ミ
広
場
」
を
引
き
継
ぎ
、
市
民

活
動
資
料
セ
ン
タ
ー
「
市
民
ア
ー

カ
イ
ブ
多
摩
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、土
地
建
物
を
提
供
し
続

け
て
く
だ
さ
っ
た
岸
中
友
子
さ
ん

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
サ
ン
ク

チ
ュ
ア
リ
悠
（
以
下
Ｇ
Ｓ
悠
）
の
皆

様
を
は
じ
め
、多
く
の
方
々
に
支
え

て
い
た
だ
き
、多
種
多
様
な
市
民
活

動
資
料
の
収
集
・
保
存
・
提
供
を

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

20
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
節
目

の
年
に
な
り
ま
す
。
大
き
な
変
化

と
し
て
、
①
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩

の
移
転
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
②
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多

摩
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
取
得
、
③
所
蔵

ミ
ニ
コ
ミ
類
の
本
格
的
な
目
録
の

刊
行
の
3
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

い
ま
ま
で
も
本
紙
に
て
少
し
ず

つ
ご
紹
介
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

こ
で
①
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
の

移
転
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
情
報
を
中

心
に
、
そ
の
詳
細
を
あ
ら
た
め
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

◆
よ
り
広
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

ま
ず
、
利
用
す
る
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
一
番
大
き
な
変
化
と
し

て
、
今
夏
の
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

当
会
に
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩

な
ど
の
場
所
を
提
供
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
Ｇ
Ｓ
悠
は
、こ
れ
ま
で

保
全
活
動
を
し
て
き
た
緑
地
を
永

続
的
に
遺
す
た
め
、立
川
市
に
譲
渡

す
る
話
し
合
い
を
継
続
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
譲
渡
が
２
０
２
６

年
度
中
に
実
現
す
る
運
び
と
な

り
、い
ま
ま
で
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多

摩
周
辺
で
み
な
さ
ん
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
き
た
緑
地
の
大
部
分
が
、川

越
道
緑
地
の
一
部
と
し
て
立
川
市

所
有
の
保
護
樹
林
地
と
し
て
保
全

さ
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

「
資
料
と
出
会
い
、
人
と
つ

な
が
る 

～
神
崎
清
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
通
し
て
」

６
月
21
日（
日
）2
時
～

講
師
：
加
藤
千
香
子
さ
ん

（
日
本
近
現
代
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
）

会
場
：
た
ま
し
ん
リ
ス
ル
ホ
ー

ル
5
階
・
第
1
会
議
室

　

戦
後
を
代
表

す
る
知
識
人
で

あ
る
神
崎
清
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

整
理
と
保
存
、

継
承
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
、
加
藤
千
香
子
さ
ん
を
お

迎
え
し
ま
す
。「
大
逆
事
件
」研
究
、
児

童
憲
章
や
売
春
防
止
法
制
定
運
動
、

基
地
問
題
、
原
水
爆
禁
止
運
動
、
山
谷

調
査
、
革
新
都
政
成
立
な
ど
多
様
な

テ
ー
マ
に
、
と
く
に
実
践
面
か
ら
関

わ
っ
た
神
崎
の
下
に
は
、
多
様
な
資

料
が
残
さ
れ
ま
し
た
。
加
藤
さ
ん
と

資
料
と
の
出
会
い
、
資
料
の
魅
力
、

ア
ー
カ
イ
ブ
を
通
し
て
出
会
っ
た
こ

と
・
人
、つ
な
が
り
な
ど
伺
い
ま
す
。

・
５
０
０
円（
会
員
無
料
） 

、定
員
75
人

ネットワーク ・ 市民アーカイブ発足 20 周年

市民アーカイブ多摩、リニューアル！

募金活動も始めます！

設
立
20
周
年
記
念
集
会

　

市
に
譲
渡
を
す
る
に
あ
た
っ

て
、
今
春
か
ら
敷
地
内
の
建
物
を
撤

去
す
る
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
工
事
に
と

も
な
い
、
い
ま
ま
で
緑
蔭
ト
ー
ク
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
し
て
い
た

ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
閉
架
書
庫
と
し
て
利

用
し
て
き
た
岸
中
書
庫
、
そ
し
て
こ

れ
ま
で
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
を

開
設
し
て
き
た
平
屋
の
建
物
の
解

体
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

絵・細谷悠太
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け
れ
ど
も
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
引

き
続
き
、Ｇ
Ｓ
悠
の
ご
厚
意
で
、岸
中

友
子
さ
ん
が
暮
ら
し
て
お
ら
れ
た
隣

接
す
る
旧
岸
中
邸
を
、
新
た
な
市
民

ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
と
し
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

い
ま
ま
で
の
平
屋
の
建
物
（
総
床

面
積
65
㎡
）か
ら
、
お
隣
の
２
階
建
て

の
よ
り
広
い
建
物（
同
１
１
０
㎡
）に

市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
は
移
転
し
、

２
０
２
６
年
７
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

◆
新
し
い「
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
」

　

旧
岸
中
邸
は
住
居
と
し
て
、
最
近

で
は
カ
フ
ェ
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き

た
建
物
で
あ
り
、
ま
た
下
水
道
が
立

川
市
に
譲
渡
さ
れ
る
敷
地
内
に
あ
る

た
め
、
下
水
道
の
付
け
替
え
工
事
と

内
装
を
一
部
変
更
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
と
は
い
え
、
岸
中
さ
ん
の
素

敵
な
お
宅
の
大
幅
な
改
装
は
せ
ず
、

こ
の
建
物
の
雰
囲
気
を
活
か
し
た
施

設
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

新
し
い
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
で

は
１
階
を
開
架
書
庫
と
し
、
旧
市
民

ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
と
同
様
に
緑
蔭

ト
ー
ク
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
ま
す
。
ま

た
、ミ
ニ
コ
ミ
の
閲
覧
と
同
時
に
、利

用
者
と
ス
タ
ッ
フ
が
、
利
用
者
同
士

が
相
互
に
交
流
で
き
る「
場
」を
い
ま

ま
で
通
り
確
保
し
ま
す
。
２
階
は
岸

中
書
庫
収
蔵
の
資
料
を
配
架
す
る
な

ど
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

　

今
後
は
段
階
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
図
り
、
市
民
活
動
資
料
の
利
用

者
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
対
応
で
き

る
よ
う
な
間
口
の
広
い
、
誰
も
が
気

軽
に
資
料
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

空
間
を
目
指
し
ま
す
。

◆
新
た
な
取
り
組
み
に
も
挑
戦

　

さ
ら
に
、
新
し
い
市
民
ア
ー
カ
イ

ブ
多
摩
は
、
い
ま
ま
で
よ
り
も
広
い

床
面
積
と
周
辺
の
緑
地
環
境
を
十
二

分
に
活
か
す
た
め
、
市
民
活
動
資
料

の
収
集
・
公
開
・
活
用
の
作
業
に
と

ど
ま
ら
ず
、
よ
り
積
極
的
に
地
域
住

民
・
団
体
と
の
交
流
や
緑
地
保
全
活

動
に
も
か
か
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多

摩
を
、
市
民
活
動
資
料
の
活
用
を
軸

に
し
な
が
ら
も
住
民
間
の
、
ま
た
団

体
間
の
交
流
の「
場
」と
し
て
活
用
し

て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

も
開
催
し
て
き
た
よ

う
な
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
や
講
演
会
に

加
え
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
を
企
画

し
、多
く
の
市
民
や
住

民
と
の
交
流
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、Ｇ
Ｓ
悠
の
敷

地
が
立
川
市
に
譲
渡

さ
れ
た
後
も
、共
に
緑

地
の
保
全
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
移
転
作
業

　

市
民
ア
ー
カ
イ
ブ

多
摩
移
転
に
あ
た
っ

て
、昨
年
末
か
ら
岸
中

書
庫
・
市
民
ア
ー
カ

イ
ブ
多
摩
の
書
架
・

資
料
を
旧
岸
中
邸
へ

移
転
す
る
作
業
を
継

続
し
て
い
ま
す
（
引
越
し
作
業
の
お

手
伝
い
を
募
集
中
！
）。
ま
た
、
春
か

ら
は
上
下
水
道
の
付
け
替
え
工
事
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

現
在
、
移
転
作
業
は
開
館
日
を
利

用
し
て
、
当
会
運
営
委
員
や
当
番
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
人
が
担
っ
て
い

ま
す
。「
若
い
」
と
は
言
い
難
い
メ
ン

バ
ー
ば
か
り
で
す
が
、
限
ら
れ
た
時

間
や
人
数
の
中
で
、
精
力
的
に
移
転

作
業
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。
も
し
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
が
い
ま
し
た

ら
、助
か
り
ま
す
。
新
し
い
市
民
ア
ー

カ
イ
ブ
多
摩
の
立
ち
上
げ
を
、
ぜ
ひ

直
接
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
移
設
作
業
の
間

は
、
残
念
な
が
ら
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ

多
摩
を
休
館
に
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
閉
館
中
は
何
か
と
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
祝
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
取
得
〉

　

市
民
活
動
資
料
の
収
集
・
保
存
・

公
開
作
業
は
、
な
に
よ
り
永
続
的
な
継

続
が
不
可
欠
で
す
。
当
会
発
足
当
初

か
ら
、
活
動
基
盤
を
い
か
に
強
化
し
て

い
く
か
、
幾
度
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
議
論
を
重
ね
、
会
員

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
任
意
団
体
の〈
自
由
〉を
手
放

す
こ
と
に
た
め
ら
い
が
あ
り
、
先
延
ば

し
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
開
館
か
ら
10
年
を
経
て
資

料
は
増
え
続
け
、
社
会
的
責
任
も
大
き

く
な
り
、
設
立
当
初
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
必
要
性
も
高

ま
り
、
２
０
２
４
年
度
総
会
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
格
取
得
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
年
間
の
準
備
期
間
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
素
案
を
作
り
、
運
営
委

員
会
で
検
討
、
会
員
に
定
款
案
等
の
送

付
、
説
明
会
開
催
、
議
論
、
改
訂
を
経

て
、
25
年
６
月
８
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設

立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
提
出
書
類
を
整
え
、
何
度

も
書
類
改
訂
を
重
ね
、
26
年
１
月
30
日

付
で
、
東
京
都
よ
り
認
証
さ
れ
、
２
月

に
法
人
登
記
も
完
了
し
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｓ
悠
の
豊
か
な
緑
地
に
囲
ま
れ

た
環
境
の
中
、
市
民
活
動
資
料
が
持
つ

人
と
人
を
繋
ぐ
力
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
の
足
跡
を

過
去
か
ら
現
在
、
未
来
へ
と
、
豊
か
な

自
然
と
と
も
に
引
き
継
い
で
い
け
る

よ
う
、努
力
し
て
い
き
ま
す
。

※
４
月
以
降
、
正
式
名
称
は「
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
市
民
ア
ー

カ
イ
ブ
」と
な
り
ま
す
。

南から見た旧岸中邸（左）と現市民アーカイブ多摩（右奥）

北から見た現市民アーカイブ多摩（左）と旧岸中邸（右奥）
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市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
募
金
開
始

　

今
回
の
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
当
会
に
と
っ
て
開

館
以
来
の
大
変
革
で
あ
り
、
一
大
事

業
で
す
。
旧
岸
中
邸
を
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
に
あ
た
っ
て
不
可
欠
な
上

下
水
道
の
付
け
替
え
工
事
費
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
工
事
、
事
務
室
部
分
改
装

な
ど
の
経
費
が
必
要
で
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
経
費
と
し
て
、

２
０
２
６
年
３
月
～
27
年
３
月
ま

で
を
第
１
期
、
27
年
４
月
～
28
年

３
月
ま
で
を
第
２
期
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
目
標
額
５
０
０
万
円
（
計

１
０
０
０
万
円
）
と
設
定
し
た
、「
市

民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

募
金
」を
開
始
し
ま
す
。

　

２
０
２
８
年
度
以
降
は
、
場
所
や

土
地
の
確
保
と
固
定
資
産
税
、
運
営

費
を
ま
か
な
う
た
め
の
「
市
民
ア
ー

カ
イ
ブ
多
摩
基
金
」
の
創
設
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
永
続
的
な
資
料
保

存
、
周
辺
地
域
の
緑
地
保
全
に
万
全

に
臨
む
た
め
の
体
制
を
構
築
し
、
開

館
日
の
増
加
、
常
駐
ス
タ
ッ
フ
の
配

置
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
移
行
な

ど
も
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

　

募
金
チ
ラ
シ
を
配
布
、
通
信
な
ど

に
同
封
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

市民アーカイブ多摩  リニューアル募金
募金期間：2026 年３月～ 2028 年３月
　　第１期（2026.3 ～ 2027.3）目標 500 万円
　　第２期（2027.4 ～ 2028.3）目標 500 万円
振込先：ゆうちょ銀行　
　　振替口座　００１２０―９―７２９２２６
　　口座名：市民アーカイブ
　　※他銀行から  〇一九（ゼロイチキュウ）店（019）
　　　　当座  ０７２９２２６
1 口：1000 円～

〈
目
録
の
完
成
間
近
！
〉

　

２
０
２
０
年
に
刊
行
し
た『
よ
う
こ

そ
！　

市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
へ
』で

は
、巻
末
に
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
資

料
目
録
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、読
者
か

ら「
字
が
小
さ
い
」「
タ
イ
ト
ル
索
引
や

所
蔵
巻
号
の
記
載
が
必
要
」と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、年
々

増
え
て
い
く
所
蔵
資
料
を
最
新
の
も

の
に
反
映
さ
せ
る
必
要
も
出
て
き
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、こ
れ
ま
で
作
成
し
て
こ
な

か
っ
た
本
格
的
な
目
録
の
刊
行
を
目

指
し
、２
０
２
４
年
か
ら
作
業
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
目
指
し
た
の
は
、「
わ

か
り
や
す
く
」「
使
い
や
す
く
」「
親
し

み
や
す
い
」目
録
で
す
。

　

今
回
、
新
た
に
つ
く
る
目
録
は
、
ミ

ニ
コ
ミ
の
分
類
別
目
録
を
中
心
に
、タ

イ
ト
ル
や
発
行
団
体（
者
）名
、さ
ら
に

発
行
地
（
都
道
府
県
別
）
か
ら
検
索
で

き
る
索
引
を
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
に

移
管
し
た「
東
京
都
立
多
摩
社
会
教
育

会
館
市
民
活
動
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

資
料
」の
所
蔵
情
報
も
明
記
し
ま
す
。

加
え
て
、本
紙
で
こ
れ
ま
で
連
載
し
た

ミ
ニ
コ
ミ
紹
介
な
ど
も
再
録
し
ま
す
。

　

市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
所
蔵
の
ミ

ニ
コ
ミ
の
全
体
像
の
把
握
が
可
能
と

な
り
、よ
り
多
く
の
方
に
と
っ
て
活
用

し
や
す
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

多
摩
地
域
を
は
じ
め
、多
く
の
公
共

図
書
館
に
こ
の
目
録
を
備
え
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、よ
り
多
く
の
方
に
当
館

の
資
料
が
活
用
い
た
だ
け
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

当会とグリーンサンクチュアリ悠の歩み
2006.10 「市民活動資料・情報センターをつくる会」設立。
2008. 3　NPO 法人グリーンサンクチュアリ悠
（以下、GS 悠）発足 ( 市民活動サポートセン
ター・アンティ多摩（以下、アンティ多摩）が
支援）。初代理事長、岸中友子さん（写真①）。

2010.3  アンティ多摩が 2006 年
から試行的に開設していた立
川市錦町の「ミニコミ広場」（写
真②）を立川市幸町に移転（岸
中さんより提供の申し出）。

2013.6 「ミニコミ広場」から「市
民アーカイブ多摩」へ移行のた
め、岸中友子さんと市民活動資
料・情報センターをつくる会で
覚書を交わし、改築工事を開始

（写真③）。
2014.4   「ネットワーク・市民アー

カイブ」に組織名変更、「市民
アーカイブ多摩」開館（写真④）。

2015.4 第 1 期緑蔭トーク開催。
以降毎年開催。緑地内にある
GS 悠の活動拠点であるログハ
ウス（写真⑤）も借用。

2017.4 岸中友子さん逝去（土地建
物を遺贈された NPO 法人ＧＳ
悠と使用の覚書を継続）。

2021 ＧＳ悠から岸中書庫（閉架
書庫）提供（写真⑥）。内装工事・
整備・使用開始。

2025.3 緑地とログハウスなどを
借用し、春まつり開催。

2025.10　GS 悠が緑地保全地の
一部を立川市に譲渡し、旧岸中邸は当会
に提供することを決定。

2026.2　GS 悠と当会で旧岸中邸使用にあ
たっての覚書を交わし、引越し作業を進
める（写真⑦）。2 月 28 日で現市民アー
カイブ多摩閉館。

2026.4 ～（予定）　現市民アーカ
イブ多摩、岸中書庫、ログハウ
ス解体工事開始。

2026.7（予定） 旧岸中邸に移転完
了し、リニューアルオープン。

◎
休
館
の
お
知
ら
せ

　

２
０
２
６
年
3
月
1
日
～

　
　
　
　

6
月
30
日

◎
引
越
し
お
手
伝
い
募
集

作
業
日
：
3
～
4
月
の
毎
週
水

曜
、第
2
・
4
土
曜
日

時
間
：
13
～
16
時

場
所
：
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩

持
ち
物
：
飲
物
、軍
手
な
ど
。

◎
２
０
２
６
年
度
総
会

５
月
９
日（
土
）14
時
～
15
時

会
場
：
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩

ま
た
は
周
辺（
後
日
お
知
ら
せ
）

お
知
ら
せ
・
募
集

①

⑥

④

②

③

⑤

⑦
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詩
人
茨
木
の
り
子
の
家
を
地
域
の

文
化
財
と
し
て
記
念
館
に
し
た
い

と
、
没
後
10
年
の
２
０
１
６
年
最
後

の
日
曜
日
12
月
25
日
、
西
東
京
市
民

５
人
で
「
茨
木
の
り
子
の
家
を
残
し

た
い
会
」を
立
ち
上
げ
た
。

　

１
９
５
８
年
に
東
伏
見
に
建
て
ら

れ
た
家
は
、ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
の
影

響
が
見
ら
れ
る
ピ
ロ
テ
ィ
と
横
長
の

窓
を
備
え
た
山
小
屋
風
の
す
っ
き
り

し
た
佇
ま
い
で
、
詩
や
エ
ッ
セ
イ
作

品
が
醸
し
出
す
凛
と
し
て
自
立
し
た

の
り
子
像
と
シ
ン
ク
ロ
す
る
。

　

甥
の
宮
嵜
治
さ
ん
が
相
続
さ
れ
、

内
部
は
生
前
の
茨
木
さ
ん
の
暮
ら
し

が
そ
の
ま
ま
保
た
れ
て
い
る
。
会

発
足
当
時
、
記
念
館
に
つ
い
て
宮
嵜

さ
ん
は
、「
編
集
者
と
の
打
ち
合
わ
せ

や
資
料
の
貸
出
な
ど
行
う
『
現
役
の

家
』で
あ
る
。
記
念
館
は
10
年
、
20
年

後
に
は
、
選
択
肢
の
一
つ
に
は
な
り

得
る
」と
い
う
見
解
だ
っ
た
。

　

昨
年
、
家
の
補
修
が
施
さ
れ
、
く
っ

き
り
映
え
る
姿
で
、
生
誕
１
０
０
年

没
後
20
年
の
２
０
２
６
年
を
迎
え

た
。
記
念
館
が
選
択
肢
に
な
る
兆
し

も
見
え
、期
待
が
膨
ら
む
。　
　

　

今
年
は
会
発
足
10
周
年
だ
が
、

活
動
開
始
は
２
０
１
９
年
。
そ
の

夏
に
季
刊
『
茨
木
の
り
子
手
帖
』
を
創

刊
し
、
こ
の
冬
27
号
に
な
る
と
こ
ろ

で
、ま
だ
歴
史
は
浅
い
。

　

当
初
、
活
動
方
針
を
５
人
で
相
談

し
た
と
き
、
ま
ず
は
仲
間
づ
く
り
と

な
っ
た
。
そ
れ
に
は
思
い
を
共
有
す

る
会
報
が
必
要
と
な
り
、
文
字
が
多

い
と
読
ま
れ
な
い
の
で
ビ
ジ
ュ
ア
ル

に
、
家
の
こ
と
は
メ
イ
ン
に
し
な
い

と
ま
と
ま
り
、
体
裁
な
ど
を
決
め
、
後

は
編
集
の
裁
量
に
任
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
茨
木
さ
ん
の
詩
と
の
出

会
い
や
思
い
、
入
会
の
き
っ
か
け
な

ど
を
自
由
に
書
い
て
も
ら
う
こ
と
に

し
た
。
Ｂ
５
判
８
頁
で
始
め
る
と
熱

の
こ
も
っ
た
原
稿
が
次
々
に
寄
せ
ら

れ
、
５
号
か
ら
20
頁
台
に
。
活
動
記

録
と
し
て
、
集
い
・
講
演
会
・
パ
ネ

ル
展
示
な
ど
の
報
告
と
感
想
は
掲
載

必
須
だ
が
、会
員
増
加
で
朗
読
劇
、合

唱
、
朗
読
、
読
書
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
の
活
動
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に

鶴
岡
市
や
西
尾
市
の
茨
木
の
り
子
同

好
会
と
の
交
流
も
進
む
な
ど
、
掲
載

内
容
が
膨
ら
み
、
23
号
で
30
頁
台
が

常
態
化
。
文
字
び
っ
し
り
で
読
ま
れ

な
い
ど
こ
ろ
か
読
み
応
え
が
あ
る
と

楽
し
み
に
待
た
れ
る
会
報
に
な
っ
て

い
る
。
茨
木
の
り
子
に
心
を
寄
せ
る

人
が
心
を
開
い
て
書
い
て
く
だ
さ
る

文
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　

編
集
か
ら
印
刷
ま
で
一
手
に
行

な
っ
て
き
た
が
、頁
数
増
加
も
あ
っ

て
校
正
ミ
ス
が
目
立
ち
、26
号
か
ら

校
正
班
を
作
り
、チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

整
え
た
。

　

会
員
歴
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
会

の
動
き
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
新
会

員
に
は
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
届
け
、

会
の
歴
史
の
共
有
化
を
図
っ
て
い

る
。
正
・
賛
助
併
せ
て
２
８
０
名

目
前
の
会
員
の
他
に
、
市
内
の
公
民

館
・
図
書
館（
各
６
館
）、
文
化
財
担

当
課
、
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
こ

ら
ぼ
、
市
長
・
市
議
会
議
員
な
ど
に

配
布
し
て
い
る
。　
（
柳
田
由
紀
子
）

・2019 年創刊、季刊、600 部、
B5 判、8 ～ 38 頁

・年会費：1000 円
・tel:042-461-3246（柳田）
・当館所蔵：1 号（2019 年）～
▽ 26 号（2025 年 11 月 ) ＝ 茨
木のり子平和の言葉展、ふるさ
と西尾めぐり感想、茨木のり子
歌うたい隊、朗読会に想う、茨
木のり子副読本作りに参加し
て、シカゴ便り他。

 
ミ
ニ
コ
ミ
紹
介

　

市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
が
所
蔵
す
る
、

会
報
・
通
信（
ミ
ニ
コ
ミ
）を
、
発
行
者
の

方
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

茨
木
の
り
子
手
帖

　

２
０
２
０
年
２
月
、
市
制
50
周
年
を

期
し
て
、
東
大
和
市
議
会
に
「
東
大
和

市
子
ど
も
と
大
人
の
や
く
そ
く
（
東
大

和
市
子
ど
も
・
子
育
て
憲
章
）」
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
対

し
ど
の
よ
う
な
政
策
を
行
い
、
ど
の
よ

う
に
子
ど
も
の
権
利
を
守
っ
て
い
く

の
か
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
の
言
及
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。「
す
す
ん
で
あ
い

さ
つ
を
す
る
」「
約
束
や
ル
ー
ル
を
守

る
」「
ご
み
の
な
い
東
大
和
に
す
る
」

な
ど
子
ど
も
向
け
の
約
束
ご
と
ば
か

り
。
大
人
の
側
に
は
「
誠
実
・
勇
気
・

寄
り
添
い
」
と
い
っ
た
精
神
的
な
言
葉

の
羅
列
で
す
。
い
っ
た
い
何
の
た
め

の「
憲
章
」な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
で

は
む
し
ろ
無
い
方
が
マ
シ
で
あ
り
、
ま

る
で
「
教
育
勅
語
」
の
よ
う
だ
と
い
う

厳
し
い
見
方
を
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
同
憲
章
制
定
が

基
本
的
人
権
を
な
い
が
し
ろ
に
す

自
由
と
人
権 
通
信

る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、

そ
の
制
定
を
見
直
す
よ
う
求
め
る
陳

情
を
、賛
同
者
62
名
と
共
に
東
大
和
市

議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

市
議
会
で
は
、通
常
の
審
査
と
は
異
な

り
、市
長
提
出
の
同
憲
章
案
を
先
行
審

議
、
採
決
し
て
し
ま
い
、
わ
た
し
た
ち

の
提
出
し
た
陳
情
を「
議
長
預
か
り
」

と
し
て
市
議
会
に
上
程
し
な
い
と
い

う
、
あ
る
ま
じ
き
対
応
で
臨
み
ま
し

た
。
ち
な
み
に
同
憲
章
案
は
、市
議
全

体
の
１
／
３
以
上
が
反
対
す
る
中
で

の
採
択
で
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
市
議
会
議
長
に
面
談

を
要
求
し
、
釈
明
を
求
め
ま
し
た
。
し

か
し
納
得
で
き
る
よ
う
な
答
弁
は
得
ら

れ
ず
、
わ
た
し
は
東
大
和
市
長
に
対
し

損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
え
を
起
こ
し
ま

し
た
。『
自
由
と
人
権
通
信
』
は
こ
の
裁

判
の
帰
趨
を
伝
え
よ
う
と
、
２
０
２
０

年
12
月
17
日
、
市
民
向
け
に
独
自
に
発

行
し
始
め
た
も
の
で
す
。

　

現
在
で
は
だ
い
た
い
２
５
０
部
ほ

ど
刷
っ
て
、
市
内
の
公
共
施
設
や
店

舗
へ
の
配
置
、
集
会
な
ど
で
の
手
渡

し
で
広
め
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
仲

間
は
い
る
も
の
の
、
会
則
や
会
費
な

ど
は
な
く
、
時
々
で
集
ま
っ
て
く
だ

さ
る
方
々
す
べ
て
が
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

通
信
の
内
容
は
個
人
的
な
興
味
、

関
心
を
も
と
に
書
い
て
い
ま
す
。
本

の
紹
介
や
時
事
問
題
な
ど
も
載
せ
ま

す
。
時
に
は
他
の
方
に
執
筆
を
依
頼

（
原
稿
料
な
し
）
し
て
記
事
に
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
実
態
と
し
て
は

「
個
人
通
信
」
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

特
徴
と
い
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
発
行
当
初
か
ら
、
第
一

面
に
心
動
か
さ
れ
た
詩
や
画
を
載
せ

続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
体
裁

は
、村
田
栄
一（
故
人
）と
い
う
小
学
校

の
先
生
が
出
し
て
い
た「
ガ
リ
バ
ー
」

「
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
」
と
い
う
学
級
通

信
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
榎
本　

清
）

・2020 年創刊、年 12 回発行、
約 250 部、A4 判、8 ～ 12 頁、
無料配布（PDF 送付も）

・E-mail：eno-takanosu1737@
bbm-a.jp（榎本）

・当館所蔵：2 号（2021 年）～
▽ 63 号（2025 年 12 月）＝ケー

テ・コルヴィッツ、台湾有事
は日本の危機ではない、音声
データ消去事件控訴審、市民
平和のつどいに向けて他
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市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
は
昨
年
、

市
民
活
動
と
ミ
ニ
コ
ミ
誌
の
近
年
の

傾
向
を
考
慮
し
て
、
若
干
の
分
類
変

更
を
行
っ
た
。
今
回
は
そ
の
新
分
類

に
従
っ
て
「
30
人
権
・
差
別
全
般
」
を

取
り
上
げ
る
。
こ
こ
に
は
28
フ
ァ
イ

ル
の
ミ
ニ
コ
ミ
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

が
、
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
所
蔵
も
多

く
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
も
の
を
2
回
に

分
け
て
紹
介
し
よ
う
。
な
お
号
数
の

後
の〈
括
弧
内
〉は
発
行
年
。

【
国
際
社
会
の
人
権
問
題
】

　

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
は
、
１
９
６
１
年
に
発
足

し
、
２
０
０
か
国
で
１
千
万
人
以

上
の
会
員
を
持
つ
、
世
界
最
大
の

国
際
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。『
ア
ム

ネ
ス
テ
ィ
・
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』

を
発
行
す
る
「
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
」

は
、
そ
の
日
本
支
部
と
し
て
70
年

に
設
立
さ
れ
た
。
世
界
中
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
で
起
こ
っ
て
い
る
人

権
侵
害
の
存
在
を
、
国
内
に
広
く

伝
え
る
と
と
も
に
、
日
本
に
お
け

る
人
権
の
状
況
を
、
国
内
、
そ
し
て

世
界
に
伝
え
て
い
る
。
具
体
的
施

策
と
し
て
、
国
境
を
越
え
て
の
政

治
犯
の
釈
放
と
死
刑
制
度
の
廃
止

を
求
め
て
の
活
動
が
あ
げ
ら
れ
る
。

会
員
は
自
国
以
外
の
個
々
の
政
治

市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
の

 
資
料
棚
か
ら  

⑲

  〈
人
権
・
差
別
全
般（
前
）〉

犯
を
指
名
し
て
そ
の
釈
放
を
求
め
、

拷
問
や
長
期
拘
束
、
虐
待
や
脅
迫
と

い
っ
た
具
体
的
権
力
犯
罪
を
指
摘

し
て
権
力
機
関
に
ハ
ガ
キ
を
送
る
。

『
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』で
は
毎
号
、
運

動
の
成
果
と
し
て
刑
務
所
な
ど
か
ら

解
放
さ
れ
た
人
々
の
声
を
紹
介
す
る

記
事
が
載
る
。
ハ
ガ
キ
書
き
と
い
う

地
味
な
活
動
の
成
果
が
可
視
化
さ
れ

る
記
事
が
会
員
に
力
を
与
え
る
。
本

館
で
は

237
号
〈
96
〉
以

降
現
在
ま
で
す
べ
て

揃
っ
て
い
る
。

　
『
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー

（The Big Issue

）』

は
、
91
年
に
ロ
ン
ド

ン
で
創
刊
さ
れ
た
ス

ト
リ
ー
ト
新
聞
。
質

の
高
い
雑
誌
を
つ
く

り
ホ
ー
ム
レ
ス
や
生

活
困
窮
者
の
独
占
販

売
事
業
と
す
る
こ
と

で
、
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題

の
解
決
に
挑
戦
し
て

き
た
。
本
館
が
所
蔵

す
る
『
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
日
本
版
』

は
２
０
０
３
年
の
創
刊
。
記
事
は
気

候
変
動
問
題
、難
民
問
題
、ゲ
ノ
ム
研

究
、原
発
な
ど
幅
広
く
、常
に
国
際
的

視
点
で
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
レ

デ
ィ
・
ガ
ガ
、音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
千
葉
雄
喜
、
絵
本
『
ス
イ
ミ
ー
』

で
著
名
な
レ
オ
・
レ
オ
ー
ニ
研
究
者

ら
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
も
魅
力

的
。
本
誌
は
Ａ
４
判
32
頁
の
小
冊
子

で
カ
ラ
ー
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
ふ
ん

だ
ん
に
用
い
、
重
た
い
テ
ー
マ
を
や

さ
し
く
語
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が

あ
る
。
所
蔵
は
４
号〈
03
〉か
ら

510
号

〈
25
〉ま
で
の
内
お
よ
そ
１
２
０
部
。

　
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ

（H
um

an Rights Now

〈H
RN

〉）」

は
、日
本
を
本
拠
と
す
る
、国
際
人
権

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。
世
界
で
今
も
続
く

深
刻
な
人
権
侵
害
を
な
く
す
た
め
、

法
律
家
、
研
究
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
な
ど
、
人
権
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
06

年
に
発
足
し
た
。
機
関
紙
『
Ｈ
Ｒ
Ｎ

ニ
ュ
ー
ス
』
に
は
、
活
動
報
告
の
ほ

か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
・
各
種
調

査
報
告
な
ど
が
載
る
。
例
え
ば
23
年

度
の
事
業
報
告
に
は
20
以
上
の
イ
ベ

ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
、30
以
上
の
声
明
・

提
言
・
報
告
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
に
よ
る
市
民
の

弾
圧
と
民
主
派
の
活
動
」「
ジ
ャ
ニ
ー

ズ
性
加
害
問
題
」「
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
防

止
・
救
済
法
の
成
立
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
子
ど
も
た
ち
の
状
況
」な
ど
、記
事

は
〈
国
際
紛
争
と
人
権
〉〈
ビ
ジ
ネ
ス

と
人
権
〉〈
女
性
の
権
利
〉〈
子
ど
も
の

権
利
〉
の
４
分
野
に
分
類
さ
れ
て
掲

載
さ
れ
る
。
所
蔵
は
37
号〈
17
〉以
降

56
号〈
24
〉ま
で
。

【
国
内
の
人
権
問
題
】

　
『M

igrants Netw
ork

（
エ
ム
ネ
ッ

ト
）』
を
発
行
す
る
の
は
「
移
住
者
と

連
帯
す
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
移

住
連
）」で
あ
る
。
移
住
連
は
、
日
本

に
暮
ら
す
移
民
・
移
民
ル
ー
ツ
を
も

つ
人
び
と
の
権
利
と
尊
厳
が
保
障
さ

れ
る
法
制
度
の
確
立
と
、
多
様
性
を

豊
か
さ
と
捉
え
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。

『
エ
ム
ネ
ッ
ト
』各
号
に「
特
集
」が
あ

り
、
移
住
者
と「
移
住
連
」が
抱
え
て

き
た
課
題
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
移
民
・
難
民
の
医
療

ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
緊
急
医
療
制

度
を
求
め
る
」（

223
号
）、「
ウ
ク
ラ
イ

ナ『
避
難
民
』の
受
け
入
れ
と
紛
争
難

民
保
護
の
課
題
」（

224
号
）「
移
民
の
高

齢
化
」（

227
号
）、「
移
民
と
災
害
―
―

地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
―
―
」（

235

号
）、「
入
管
行
政
に
追
い
つ
め
ら
れ

る
Ｄ
Ｖ
被
害
者
」（

237
号
）
等
。
月
刊

で
発
行
さ
れ
る
40
頁
の
冊
子
で
、
所

蔵
は

216
号〈
21
〉
～

240
号〈
25
〉。

　
『CPR New

s Letter

（
監
獄
人
権

セ
ン
タ
ー
通
信
）』は
年
4
回
の
ペ
ー

ス
で
発
行
さ
れ
る
Ａ
４
判
、
12
頁

の
ミ
ニ
コ
ミ
。
発
行
団
体
の
「
Ｃ
Ｐ

Ｒ（
監
獄
人
権
セ
ン
タ
ー
）」は
刑
務

所
、
拘
置
所
で
の
被
拘
禁
者
の
人
権

に
関
心
を
持
つ
弁
護
士
が
中
心
と

な
り
、
刑
事
拘
禁
施
設
の
人
権
状
況

を
国
際
水
準
に
合
致
す
る
よ
う
な

改
善
な
ど
を
目
的
に
活
動
し
て
い

る
。
表
紙
に
は
「
監
獄
の
中
で
自
由

を
奪
わ
れ
た
人
々
の
人
権
に
関
心

を
寄
せ
る
す
べ
て
の
人
へ
」
と
の
呼

び
か
け
が
載
る
。
記
事
は
同
セ
ン

タ
ー
が
出
す「
声
明
」、
会
員
に
よ
る

「
報
告
」「
論
考
」の
ほ
か
、「
獄
中
か

ら
」
で
は
、
受
刑
者
・
被
拘
禁
者
の

声
も
掲
載
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

例
え
ば
23
年
12
月
に
全
国
の
刑
事

施
設
で
被
収
容
者
を
「
さ
ん
」
付
け

で
呼
ぶ
運
用
が
始
ま
っ
た
こ
と
、

そ
れ
ま
で
は
職
員
が
自
分
の
父
や

祖
父
ほ
ど
の
年
齢
の
受
刑
者
を
呼

び
捨
て
に
し
て
い
た
と
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
わ
た
し
が
興
味
を
持
っ

た
記
事
の
タ
イ
ト
ル
を
紹
介
し
よ

う
。「
警
察
留
置
所
に
お
け
る
被
留

置
者
の
死
亡
状
況
に
関
す
る
警

察
庁
開
示
の
資
料
に
つ
い
て
の
考

察
」（

114
号
）、「
妊
娠
期
の
女
性
被
収

容
者
へ
の
手
錠
使
用
禁
止
の
徹
底

と
刑
事
施
設
に
お
け
る
子
の
養
育

の
実
施
を
求
め
る
声
明
」（

117
号
）、

「
刑
務
所
を
出
所
し
た
生
き
づ
ら
い

人
へ
の
合
理
的
配
慮
と
は
何
か
？

を
探
す
日
々
」（

118
号
）。
所
蔵
は
61

号〈
09
〉
～

120
号〈
25
〉。

　
　
　
　

後
編
に
続
く

（
吉
田
明
＝
資
料
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

5
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第
４
回　

９
月
27
日

感
情
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
を
つ
く
る

  
―
ミ
ニ
コ
ミ
とZ

ine

と「
自
分
を
書
く
／
読
む
こ
と
」 

　

  

家
入
祐
輔
さ
ん（
書
籍
編
集
者
）

（
他
に
も
様
々

な
ル
ー
ツ
が
あ

る
）。Zine

文
化

は
世
界
各
地
で

見
ら
れ
る
も
の

だ
が
、
日
本
で
も

独
自
に
発
展
し
、
独
特
な
文
化
を
形

作
っ
て
き
た
。

　

ミ
ニ
コ
ミ
は
集
団
や
団
体
に
よ
る

広
報
誌
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
、
と
い
っ
た
傾
向
が
あ
る
一
方

で
、Zine

は
個
人
の
創
作
物
で
あ

る
。
そ
し
て
主
に
手
渡
し
や
郵
送
、

個
人
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
、

書
店
な
ど
の
店
頭
・
オ
ン
ラ
イ
ン
販

売
、あ
と
はZine

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
流
通
さ
れ
る
。
イ
ベ
ン
ト
に
は

Zine

の
作
り
手
が
ブ
ー
ス
を
出
し

て
参
加
す
る
即
売
会
の
よ
う
な
大
規

模
な
も
の
や
、Zine

の
作
り
手
が

数
人
でZine

を
持
ち
寄
っ
て
集
ま

る
「Zine

の
集
い
」
の
よ
う
な
小
規

模
の
も
の
ま
で
様
々
あ
る
。

◆
感
情
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
と
し
て

　

わ
た
し
が
収
集
し
たZine

（
パ
ー

ソ
ナ
ル
ジ
ン
）
は
、
書
き
手
の
多
く

が
女
性
や
ク
ィ
ア
の
人
た
ち
に
よ

◆Z
in

e
と
は
何
か
？

　

Zine

（
ジ
ン
）
は
、
形
も

大
き
さ
も
バ
ラ
バ
ラ
な
小

冊
子
で
、こ
れ
を
指
す
自
主

出
版
物
・
文
化
の
総
称
を

指
す
。
複
数
の
異
な
る
大

き
さ
の
紙
を
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
止
め

た
よ
う
な「
手
に
収
ま
り
の
悪
い
」も

の
だ
っ
た
り
、
１
枚
の
紙
を
う
ま
く

冊
子
の
形
に
し
た「
手
作
り
冊
子
」の

よ
う
な
も
の
、
そ
し
て
印
刷
業
者
に

よ
っ
て
商
業
出
版
と
同
じ
よ
う
に
印

刷
さ
れ
、帳
合
・
製
本
さ
れ
た「
手
に

収
ま
り
の
良
い
」
本
の
よ
う
な
も
の

ま
で
様
々
な
形
を
し
て
い
る
。

　

内
容
も
日
々
の
生
活
の
日
誌
や

エ
ッ
セ
イ
、旅
行
記
、自
分
の
趣
味
、

詩
、
写
真
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
、
漫
画
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
を
横
断
し

な
が
ら
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
作
ら

れ
て
い
る
。
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
も

の
が
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
い
る
自

主
出
版
文
化
がZine

で
あ
る
。

◆Z
in

e

と
ミ
ニ
コ
ミ
の
違
い

　

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
のm

agazine

に
対
し
て
生
ま
れ
たfanzine

（fan

に
よ
る
マ
ガ
ジ
ン
）
が
自
主
的
な

出
版
活
動
と
い
う
独
自
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
、
文
化
を
も
つ
よ
う
に

な
り
、
い
ま
のZine

文
化
が
で
き

た
と
い
う
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る

国
で
は
、公
立
の
図
書
館
でZine

を

ア
ー
カ
イ
ヴ
す
る
と
い
う
動
き
も

あ
る
が
、
日
本
で
は
依
然
と
し
て
、

Zine

の
ア
ー
カ
イ
ヴ
と
い
っ
た
動

き
は
活
発
で
は
な
い
。
そ
れ
は
分
類

上
の
難
し
さ
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る

が
、
著
作
権
的
な
難
し
さ
と
い
っ
た

こ
と
も
大
い
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。

し
か
し
、だ
か
ら
こ
そZine

を
ア
ー

カ
イ
ヴ
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
己

認
識
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
根
を
下

ろ
し
たZine
を
書
く
人
の
も
つ
政

治
性
、
政
治
的
な
感
情
を
も
ア
ー
カ

イ
ヴ
す
る
と
い
う
こ
と
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

何
を
ア
ー
カ
イ
ヴ
す
る
か
、
何
を

ア
ー
カ
イ
ヴ
し
な
い
か
、残
す
か
、残

さ
な
い
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
ど

う
い
う
も
の
に
歴
史
を
与
え
、
何
に

歴
史
を
与
え
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な

視
点
を
一
層
開
い
て
い
く
も
の
と
し

て
、Zine

は
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
問

い
か
け
る
も
の
で
も
あ
る
と
思
う
。

（
記
・
家
入
祐
輔
）

第 11 期 緑
りょくいん

蔭トーク報告

る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し

て
、Zine

文
化
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

や
ク
ィ
ア
の
人
た
ち
が
作
り
上
げ
て

き
た
歴
史
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ

う
し
た
関
心
を
も
っ
た
り
、
活
動
を

し
た
り
し
て
い
た
人
た
ち
がZine

の
集
い
と
し
て
、
集
ま
る
場
を
自
分

た
ち
の
手
で
作
り
上
げ
て
き
た
と
い

う
こ
と
。
そ
う
い
っ
た
場
で
書
き
手

は
読
み
手
に
な
り
、
読
み
手
は
書
き

手
に
な
り
、
自
分
た
ち
が
安
心
し
て

で
き
る
自
己
表
現
の
場
を
対
面
で

も
、Zine

と
い
う
媒
体
で
も
作
り

上
げ
て
き
た
と
い
う
こ
と
。
つ
ま

りZine

自
体
が
一
つ
の
出
会
い
、話

し
合
い
や
、運
動
や
歴
史
の「
教
育
の

場
」で
も
あ
る
、と
い
っ
た
こ
と
が
背

景
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

日
常
、
日
々
の
生
活
の
中
に
お
け

る
、
性
別
や
性
的
指
向
に
よ
っ
て

生
じ
た
無
視
で
き
な
い
出
来
事
、

差
別
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
疑
問
や
怒

り
、
悲
し
み
や
抑
鬱
、
痛
み（
あ
る
い

は
時
と
し
て
楽
し
み
が
描
か
れ
る

場
合
も
あ
る
）
と
い
っ
た
も
の
が
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
ジ
ン
で
は
描
か
れ
、

読
ま
れ
、
そ
し
て
ま
た
書
か
れ
て
い

く
。そ
う
し
た
、語
り
の
場
と
し
て
、

Zine

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

し
て
文
章
の
内
容
そ
れ
自
体
だ
け
で

な
く
、
生
産
や
流
通
を
取
り
巻
く
実

践
に
お
い
て
埋
め
込
ま
れ
た
感
情
や

感
覚
の
レ
ポ
ジ
ト
リ
「
感
情
の
ア
ー

カ
イ
ヴ
」
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

◆
ア
ー
カ
イ
ヴ
化
を
目
指
し
て

　

現
在
、
合
衆
国
の
一
部
の
州
や
英

6

　

早
春
の
静
か
な
樹
林
地
に
レ
ン
ギ
ョ

ウ
の
花
が
咲
く
と
明
る
く
照
ら
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

早
春
の
庭
木
の
ひ
と
つ
と
し
て
日

本
で
広
く
栽
培
さ
れ
る
レ
ン
ギ
ョ

ウ
は
中
国
原
産
で
、
栽
培
品
種
を
除

き
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、
シ
ナ
レ
ン
ギ
ョ

ウ
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
レ
ン
ギ
ョ
ウ
（
図

１
）の
３
種
が
あ
り
ま
す
。
連
翹（
レ

ン
ギ
ョ
ウ
）は
中
国
名
で
あ
り
、
ま
た

薬
用
植
物
と
し
て
の
生
薬
の
名
前
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
レ
ン
ギ
ョ

ウ
は
、ど
れ
も
よ
く
似
て
い
て
、葉
よ

り
も
早
く
花
が
咲
く
た
め
、
花
時
に

は
全
体
が
黄

色
に
覆
わ
れ

る
独
特
の
姿

に
な
り
ま

す
。
花
に
は

４
つ
に
深
く

切
れ
込
ん
だ

黄
色
の
花
冠

と
２
本
の

雄
し
べ
、
１
本
の
雌
し
べ
が
あ
り
ま

す
。
花
を
切
り
開
い
て
み
る
と
、株
に

よ
っ
て
、短
い
雄
し
べ
と
長
い
雌
し
べ

が
あ
る
花
（
長
花
柱
花
・
図
２
左
）

と
、
長
い
雄
し
べ
と
短
い
雌
し
べ
が

あ
る
花（
短
花
柱
花
・
図
２
右
）が
あ

り
ま
す
。
虫
に
よ
っ
て
花
粉
が
運
ば

れ
る
時
、長
い
雄
し
べ
の
花
粉
が
長
い

雌
し
べ
に
つ
き
、短
い
雄
し
べ
の
花
粉

が
短
い
雌
し
べ
に
つ
く
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
日
本
に
も
シ
ョ
ウ

ド
シ
マ
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、
ヤ
マ
ト
レ
ン

ギ
ョ
ウ
と
い
う
野
生
種
が
あ
り
ま
す

が
、小
豆
島
と
中
国
地
方
の
限
ら
れ
た

地
域
に
の
み
生
え
て
い
ま
す
。

（
邑む
ら
た
じ
ん

田
仁
＝
元
東
大
小
石
川
植
物
園
園
長
）

図１

図２

市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
の
四
季
㉒

   

春  

レ
ン
ギ
ョ
ウ
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当
時
ま
だ
ご
健
在
だ
っ
た
全
国
の
中

国
帰
還
者
連
絡
会（
以
下
、中
帰
連
）

の
皆
さ
ん
が
、
カ
ン
パ
を
集
め
買
っ

て
く
だ
さ
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

入
口
を
入
る
と
写
真
な
ど
の
展

示
、右
側
に
は
書
庫
、左
に
は
事
務
室

な
ど
が
あ
り
、
私
た
ち
が
話
を
伺
っ

た
の
は
、奥
の
広
い
部
屋（
閲
覧
室
）

で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
芹
沢
さ
ん
か
ら
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
た
大
ま
か
な
中
帰
連
の
紹
介

と
、そ
も
そ
も「
撫
順
戦
犯
管
理
所
」

と
は
い
か
な
る
施
設
で
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
人
び
と
が
収
容
さ
れ
て
い
た

の
か
説
明
を
受
け
た
。
１
９
５
０

年
、
中
華
人
民
共
和
国
が
誕
生
し
た

翌
年
に
、
シ
ベ
リ
ア
で
抑
留
さ
れ
て

い
た
旧
日
本
軍
兵
士
た
ち
９
６
９
名

が
ソ
連
か
ら
引
き
渡
さ
れ
、
撫
順
の

「
戦
犯
管
理
所
」へ
と
移
送
さ
れ
た
。

そ
の
多
く
が
、中
国
戦
線
で「
民
衆
虐

殺
」
に
関
わ
っ
た
者
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、「
戦
犯
」と
い
う
名
の
下
で
収

容
さ
れ
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
元
兵
士
た
ち
へ
の
待
遇

や
運
命
は
、
予
想
さ
れ
る
よ
う
な
も

の
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
彼
ら

は
、
も
っ
ぱ
ら
自
分
た
ち
の
行
為
に

対
す
る
内
省
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
重
要
な
機

能
を
果
た
し
た
の
が
手
記
で
あ
る
。

な
か
ば
遺
書
の
よ
う
な
形
で
、
彼
ら

は
自
分
た
ち
の
犯
し
た
行
為
と
そ
れ

に
対
す
る
思
い
を
書
き
綴
っ
た
。

NPO 中帰連平和記念館

シリーズ ‟ 現場 ” を訪ねる⑫報告

　

芹
沢
さ
ん
の
解
説
に
つ
づ
い

て
、
私
た
ち
は「
手
記
」を
綴
っ
た
者

た
ち
、
つ
ま
り
は「
戦
犯
」た
ち
の
現

在
を
訪
ね
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
『〈
戦
犯
〉た
ち
の
告
白
～
撫

順
・
太
原
戦
犯
管
理
所
１
０
６
２

人
の
手
記
～
』
を
鑑
賞
し
た
。
先
に

「
戦
犯
」
た
ち
の
運
命
を
確
認
し
て

お
け
ば
、
56
年
に
開
か
れ
た
「
特
別

軍
事
法
廷
」
に
お
い
て
起
訴
さ
れ
た

の
は
、
１
０
６
７
人
の
う
ち
45
人
で

あ
っ
た
。
し
か
も
す
で
に
戦
後
11

年
間
の
抑
留
・
収
容
生
活
も
加
味

さ
れ
た
上
で
の
刑
期
と
な
っ
た
。

死
刑
を
覚
悟
し
た
多
く
の
者
た
ち

に
と
っ
て
、
そ
れ
は
予
期
せ
ぬ
出
来

事
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
そ
の
よ
う
な「
赦
し
」の
喜

び
は
、
厳
し
い
内
面
と
の
対
話
を
く

ぐ
り
抜
け
て
の
こ
と
だ
っ
た
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
何
度
も
書

き
直
さ
れ
た「
手
記
」の
文
面
が
、
彼

ら
の
行
為
の
む
ご
さ
を
語
る
。
映

像
が
映
し
出
す
の
は
、
戦
争
か
ら
50

年
が
経
と
う
と
す
る
89
年
に
、
も
う

一
度
、
自
分
の
書
い
た「
手
記
」を
読

み
直
す
元
兵
士
た
ち
の
姿
で
あ
る
。

　

正
直
に
言
っ
て
、
そ
の
姿
は
こ
た

堪
え
た
。
20
人
近
い
人
び
と
と
一

緒
で
あ
っ
た
こ
と
と
元
農
業
倉
庫

の
た
め
、
天
井
が
高
く
、
開
放
感
が

あ
る
と
い
う
条
件
が
、
こ
の
場
合
に

は
シ
ョ
ッ
ク
を
緩
和
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
ぐ
ら
い
力
の
あ

る
映
像
だ
っ
た
。

　

自
分
の
書
い
た
も
の
を
読
み
直

し
、
語
り
直
す
人
び
と
が「
再
現
」す

る
中
国
民
衆
を
刺
殺
し
た
際
の
手

の
動
き
や
足
の
震
え
な
ど
、
ま
さ
に

体
験
し
た
者
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
リ
ア
ル
さ
に
溢
れ
て
い
た
。
そ

し
て
、
当
時
の
夢
を
い
ま
で
も
何
度

も
見
る
と
語
る
者
の
「
戦
後
」
の
長

さ
に
、
私
は
途
方
も
な
い
時
間
の
厚

み
を
感
じ
た
。

　

共
通
し
て
い
た
の
は
、
中
国
に
対

す
る
特
別
な
思
い
で
あ
る
。
私
が

専
門
と
す
る
砂
川
闘
争
（
そ
れ
は
く

し
く
も
55
、
56
年
に
起
き
た
が
）
に

参
加
し
た
者
の
中
に
も
、
中
国
戦
線

で
一
兵
卒
と
し
て
駆
け
回
っ
た
者

た
ち
が
い
た
。
彼
ら
も
60
年
代
に

中
国
を
再
訪
し
て
い
る
。「
交
流
」

と
い
う
名
目
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ

の
深
い
と
こ
ろ
に
謝
罪
と
贖
罪
の

意
識
が
揺
る
ぎ
な
く
あ
っ
た
こ
と

を
、改
め
て
感
じ
た
。

　

約
３
時
間
の
訪
問
の
間
で
、

自
分
の
中
で
な
に
か
が
確
実
に
変

わ
っ
た
。
そ
れ
は
、
訪
問
と
い
う
よ

り
も
、
体
験
と
言
っ
た
方
が
適
切
な

時
間
だ
っ
た
。
芹
沢
さ
ん
か
ら
は

何
度
も
「
忘
れ
な
い
努
力
」
が
必
要

で
あ
る
と
語
ら
れ
た
。
元
兵
士
た

ち
に
と
っ
て
は
「
忘
れ
ら
れ
な
い
」

体
験
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
直
接
の
体

験
者
で
な
い
私
た
ち
が
忘
れ
な
い

よ
う
に
考
え
続
け
る
。
い
た
だ
い

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
に
は
「
撫

順
の
戦
犯
が
赦
さ
れ
た
歴
史
を
忘

れ
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
加
害

と
証
言
、
謝
罪
と
告
白
、
そ
し
て
記

憶
と
（
継
承
の
た
め
の
）
運
動
が
何

重
に
も
交
差
し
、
円
環
す
る
よ
う
な

「
現
場
」に
足
を
踏
み
入
れ
た
。　

（
髙
原
太
一
＝
運
営
委
員
）

　

シ
リ
ー
ズ
「
現
場
」
を
訪
ね
る

第
12
回
は
、
２
０
２
５
年
12
月
６

日
、「
中
帰
連
平
和
記
念
館
を
訪
ね

る
―
市
民
が
継
承
す
る
加
害
と
赦

し
の
記
憶
」
と
題
し
て
開
催
し
た

（
埼
玉
県
川
越
市
笠
幡
）。

　

は
じ
め
に
案
内
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
芹
沢
昇
雄
さ
ん
（
同
会
事

務
局
長
）
か
ら
建
物
の
説
明
を
受

け
た
。
住
宅
街
と
畑
の
中
に
ポ

ツ
ン
と
佇
む

元
農
業
倉
庫

を
転
用
し
た

記
念
館
は

２
０
０
６
年

に
開
館
し
、

7

芹沢昇雄さん

資料館外観



アーカイブ通信 No.36　2026 年 3 月 1 日　8

◇
目
録
制
作
・
山
を
越
え
た
!?

　

24
年
度
か
ら
準
備
を
始
め
て
来
た

目
録
作
成
の
た
め
の
蔵
書
点
検
、

デ
ー
タ
記
載
内
容
確
認
・
修
正
、

発
行
都
道
府
県
・
都
内
区
市
町
村

調
査
、
法
政
大
学
環
境
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
所
蔵
資
料
確
認
、
こ
れ
ま
で
の
ミ

ニ
コ
ミ
紹
介
記
事
の
集
約
な
ど
、

多
く
の
ご
協
力
で
細
か
い
作
業
が
終

了
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
デ
ー
タ

変
換
、索
引（
タ
イ
ト
ル
、発
行
元
、地

域
別
）作
成
、校
正
作
業
な
ど
が
始
ま

り
、あ
と
少
し
で
す
。乞
う
ご
期
待
。

◇
引
越
し
作
業
始
ま
る

　

巻
頭
に
ご
紹
介
し
た
通
り
、
26
年

度
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ
悠（
Ｇ
Ｓ
悠
）の
ご
協
力

の
も
と
、
旧
岸
中
邸
を
使
わ
せ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
25
年
12
月

か
ら
、
岸
中
書
庫
か
ら
の
引
越
し
作

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
使
用
し

て
い
る
平
屋
の
「
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ

多
摩
」
は
取
り
壊
さ
れ
ま
す
。
２
月

28
日
が
最
後
の
開
館
日
で
す
。

◇
環
境
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
組
織
改
編

　

当
会
の
資
料
保
存
運
動
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
「
市
民
活
動
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
資
料
」（
段
ボ
ー
ル
５
４
７

箱
）は
、２
０
１
１
年
に
法
政
大
学
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
機
構 

環
境

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
移
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
組
織
改
編
が
何
度
か

あ
り
、
現
行
の
同
大
学
大
原
社
会
問

題
研
究
所 
環
境
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
26
年
度
当
初

か
ら
同
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所

に
統
合
さ
れ
、機
構
名
と
し
て
の「
環

境
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
は
使
わ
れ
な
く

な
る
と
の
こ
と
で
す
。
資
料
群
の
保

存
・
提
供
は
継
続
さ
れ
ま
す
。

◇
春
の
樹
林
感
謝
祭 

　

３
月
８
日（
日
）10
～
12
時（
出
入

り
自
由
）。Ｇ
Ｓ
悠
が
開
催
し
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
時
開
催
。

10
月
17
日　

第
７
回
運
営
委
員
会
、
参
加
者
６

人
。
会
員
・
カ
ン
パ
者
、当
番
予
定
、来
館
者
・

各
部
会
か
ら
報
告（
以
下
毎
回
）。
緑
蔭
ト
ー

ク
反
省
、現
場
を
訪
ね
る
企
画
、Ｇ
Ｓ
悠
と
の

連
携
方
法
、旧
岸
中
邸
上
下
水
道
工
事
、引
越

し
準
備
予
定
、26
年
度
記
念
講
演
会
検
討
他
。

11
月
21
日　

第
８
回
運
営
委
員
会
、
参
加
者
６

人
。
オ
ン
ラ
イ
ン
１
人
。
募
金
運
動
、
Ｇ
Ｓ

悠
へ
の
依
頼
・
連
携
方
法
、
上
下
水
道
工
事

見
積
り
、レ
イ
ア
ウ
ト
案
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
申
請

書
類
訂
正
、現
場
を
訪
ね
る
当
日
分
担
他
。

12
月
６
日　
「
現
場
」
を
訪
ね
る
⑫
（
中
帰
連
平

和
記
念
館
・
芹
沢
昇
雄
さ
ん
）。
参
加
21
人
。

12
月
７
日　

Ｇ
Ｓ
悠
樹
林
開
放
日
。参
加
４
人
。

12
月
19
日　

第
９
回
運
営
委
員
会
、
参
加
者
７

人
。
オ
ン
ラ
イ
ン
２
人
。
Ｇ
Ｓ
悠
と
の
覚

書
案
、
旧
岸
中
邸
へ
の
引
越
し
経
過
報
告
・

予
定
、目
録
作
成
進
捗
報
告
、法
政
大
学
環
境

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
組
織
改
編
に
つ
い
て
、
26
年

度
記
念
講
演
会
、総
会
に
向
け
て
他
。

１
月
16
日　

第
10
回
運
営
委
員
会
、
参
加
者
７

人
。
オ
ン
ラ
イ
ン
２
人
。
25
年
度
活
動
振

り
返
り
、26
年
度
総
会
役
割
分
担
、記
念
講
演

会
、上
下
水
道
工
事
再
見
積
も
り
、引
越
し
進

捗
、覚
書
案
確
認
他
、助
成
金
他
。

運
営
委
員
会
な
ど

１
７
３
（
正
会
員
67
人

　
　

賛
助
会
員
１
０
０
人
・
6
団
体
）

◆
新
規
入
会
あ
り
が
と
う

（
賛
助
会
員
）  

　

安
倍
義
雄
さ
ん　

金
沢
幾
子
さ
ん

　

草
川
幸
子
さ
ん　

村
山
久
江
さ
ん

奥
田
さ
が
子
さ
ん   

加
藤
良
夢
さ
ん

金
沢
幾
子
さ
ん　

 

島　

京
子
さ
ん

村
山
久
江
さ
ん　

山
口
源
治
郎
さ
ん

匿
名
１
人

市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
に
目
録
作
成
に･･･

当
会

に
と
っ
て
今
年
は
大
変
革
の
1
年
。
大
変

だ
け
れ
ど
、「
こ
れ
か
ら
」を
見
据
え
た
活
動

に
し
て
い
き
ま
す
！　
（
江
・
大
・
吉
・
増
）

 

編
集
後
記

・「
跳
」
お
ど
っ
て 

と
ん
で 

は
ね
る
！ 

一
年
に
！  

一
歩
一
歩
地
道
な
活
動
、

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
20
周
年
に
な
る
と
は
！　

長
い

道
の
り
で
し
た
ね
。
た
だ
感
謝
で
す
。

・
一
昨
年
緑
蔭
ト
ー
ク
で
は
貴
重
な
場

を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

吉
田
裕
さ
ん
の
講
演
で
印
象
に
残
っ

た
の
は「
受
忍
」と
い
う
言
葉
で
す
。

・
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、
並

行
し
て
対
応
策
を
実
行
に
移
す
皆
様

の
実
行
力
に
、
な
ん
と
か
つ
い
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

・
発
足
20
年
と
い
う
こ
と
の
重
大
さ
を

年
賀
状
か
ら
感
じ
ま
し
た
。『
出
稼
ぎ

の
時
代
か
ら
』
が
書
籍
に
な
り
ま
し

た
。
砂
川
も
昨
年
に
続
き
70
年
で
す
。

・
こ
れ
か
ら
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

・『
ア
ー
カ
イ
ブ
通
信
』
を
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
賀
状
か
ら
（
一
部
抜
粋
）

会
員
数
（
２
０
２
６
年
1
月
）

 

カ
ン
パ
あ
り
が
と
う

（
２
０
２
５
年
10
月
～
26
年
１
月
）　

【
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
利
用
案
内
】

・引越し作業のため休館：2026 年 3 月 1 日～ 6 月 30 日
　　※ 2026 年 7 月から毎週水、第 2・4 土曜日 13 ～ 16 時開館（予定）

・所在地：〒 190-0002 東京都立川市幸町５－９６－７
　　　　　（多摩モノレール、西武拝島線「玉川上水駅」南口徒歩 10 分）

・tel･fax：０４２－５３６－５５３５（電話は開館中のみ）

・見られる資料：市民団体や個人が発行するミニコミ（通信や会報等）

 ◆会員・カンパ募集中　～市民の活動を過去・現在・未来につないでください～

　・正会員 1 口 6,000 円 / 年　・賛助会員 1 口 3,000 円 / 年　※団体会員 2 口～

　　ゆうちょ銀行　振替口座 00120-9-729226　口座名：市民アーカイブ
　　　※他銀行から　〇一九（ゼロイチキュウ）店（019）当座  0729226

新宿方面→

バス停

立
川
・
高
幡
不
動
・
多
摩
セ
ン
タ
ー
方
面
↓ 市民アーカイブ多摩

NPO法人　グリーンサンクチュアリ悠　敷地内

西武拝島線

モノレール改札

西武線改札

コンビニ

自動車修理工場

銀行ATM

青梅信金

そば屋

畑

立川バス
  営業所

テニス
コート

玉　川　上　水

古書店

都水道局監視所
駐 輪 場駐 輪 場

墓  地
団  地

↓
新宿方面→

学習塾

事務局 〒 189-0012 東京都東村山市萩山町 2-6-10-1F　tel･fax： 042-396-2430  
	   E-mail：info@archive-tama.sakura.ne.jp　http://www.c-archive.jp/

８

ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
日
誌


